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3 数値計算   

一般的に，上で述べた方程式を解析的に解くことは焦  

しい．そこで，本節ではP 

． 

t・′（ご）の初期値を∫（ご），反復回致を8とした・   

回1，図2はん＝250m，500Illのさまぎまな箆台  

型ビルに閲し，それぞれの∫とβ（ご）から定められたヱ  

における居住面積の割合分布図である・ここで，何と  

同様にβ＝0・03人／n－3，C＝3う人／mつ／r，7〒10‾5  

とした．   

この二つの図例からわかるように，内内交通の発生学  

が大きくなると，通路面積の∫による影筈が著しくなる  

（5が大きいほど．居住面積の割合が′トさくなる）．ま  

た．居住面積割合の最小位置も地面からビルの高きの半  

分の所に向けて移動する（箆台型ビルにおいてはビルの  

高さの半分の所まで行かないが，直方型ビルにおいては  

ちょうど半分の所まで行く）．一方．ビルの形状が箆体  

型から直方型になるにしたがい．あるいはピルの高さが  

大きくなるにしたがい，居住面積の割合が′トさくなる．  

4 ぁわりに  

本報告では二弦類の内部交通を考慮した鋒台型ビルの  

通路面措定式化を行ない．このような高層ビル居住状況  

を数値的に解析した．   
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1 はじめに  

東京などの大都市では．限られた土地をより有効に利  

用するため大量の高層ビルが建てられている．これらの  

ビルは直方型の形状をもつものが多いが，それ以外の形  

をもつものも少なくない．また，これらのビルの内部で  

は都市琵能を果たすため，さまぎまな交通が発生してい  

る．   

ビル内の交通問題は，従来より窯視できない課題とし  

て研究されてきている（〔3】【4】〔う】【6】など）が．今までの  

研究は直方型ビルに限られており，また，発生している  

ビル内部交通に関する仮定も多少卓絶である．そこで．  

本研究は一般的な立場から．錐台型ビルにおける内内交  

通と通勤交通を考慮した居住と通路配分の定式化を行な  

い．Picard針二よる数値計算を通じ．その通路面積を  

理論的に解析した．   

2 内内交通と通勤交通による通路面積定式化   

下底面積が∫，上底面積がα5．高きがんである箆台  

型ピルを考える．このモデルで，ごを地上から測った各  

階の高き．∫（ご）を工における建築面積．V（ご）をごに  

おける居住面緩．5（ェ）－V（ェ）をヱにおける通路面積  

とする・そして，β（ェ）をごにおける内内交通の発生字，  

トβ（ご）をェにおける通勤交通の発生宰とする（通勤交  

通と内内交通の定義については〔4】【うJ〔可を参照）・人は  

居住部分に体積密度pで連続的に分布する．通勤交通を  

行なう人は通勤時間rの間に1回だけ移動する．その  

以外の人が同じ時間帯に他の各人と行き来する確宰を7  

とする．このとき快適に移動できる人数を通路単位面桔  

あたりcとする．ここで．0≦α≦1．0≦β（ご）≦  

1・0≦T≦1．5（ご）＝5（1＋吉（、信一1））2・   

このとき，居住面積と通路面積を定める積分方程式  

伸トレ㈲＝Tイβ（丁）レ・伸上∫β（丁）仰  

ク 上ん  
（ト．β（丁））り丁）dT（0≦ご≦／り  ＋  

が成り立つ・ただし．境界条件はt′（ん）＝α∫である・   

特別に．β（ご）＝0のとき．上式は李．伏見〔2】によ  

る場合となる・さらに，α＝1のとき，上式は奥平【4】  

によ■る場合となる・また．β（ご）＝1，0こ＝＝1のとき．  

上式は田口〔う】〔6】による場合となる．  
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α＝1．0  

図．1ん＝2う0Illの場合の居住面相  

（横軸：ご＝地上からの高さ；  

α＝1．0  

回2 ん＝2うO111の場合の居住面積  

縦軸：t′（り／坤）＝居住面相の割合）  
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